
とし｡さて自ち√みはおりおろしたるま､をさらす｡

余のち みヾは糸につくりたるを拐にかけてさらす｡

その拐とは細さ丸竹を三四尺ほどの弓になして,そ

の弦に糸をかけ拐ながら竿にかけわたしてさらす也｡

自ち みヾは平地の雪の上にもさらし,又高さ三尺あ

まり長さは布ほどになし,横幅は勝手にまかせ土手の

やうに雪にてつくり,その上にち√みをならべてさ

らしもする也｡(r校注北越雪譜J上之の巷,ルビ略)

8.比唖 ･慣用句

共通語の ｢雪｣は①空気中の水蒸気が氷結して降っ

てくること,その横もったもの,②雪景色,③白鼠

④白いもののたとえに用いられるが.当該方言のユキ

は①,②,④にのみ用いる｡③はシラゲである｡④が

比喰用法となる｡コノアカンポノ-ダワ ユキミテ7

ニ シーロイネ- (この赤ちゃんの肌は雪みたいに

白いねえ)｡白い肌はユキ-ダ (暫 くのように白い)

肌)と,複合語の形でもいう｡雪の白きは慣用句にも

使わ九,ユキト スミホド チガウ (正反対に適う.

月とスッポン)という｡値段 ･品質 ･性格などの対比

に用い,この表現には話者の評価が明確に加えられて

いる｡これに対し,たとえば値段の大きな追いについ

て,単に比べているに過ぎない場合には,バカ ジョ

ーγか アルネー (ずいぶん差があるねえ)などとい

う｡この表現では評価を個々の対象にはくだしていな

いという差があるという｡

冷たいもののたとえに単語のユキの使われることは

ないようで,固体の冷たさにはコーリ (氷)が,液体

の冷たさには複合語ユキミズ (雪水)が使われ.コ-

リミテァーニ -ツコイ(氷みたいに冷たい),ユキミ

ズミテァ一二 -ツコイ (雪水みたいに冷たい)のご

とく表現される｡

(城西大学女子短期大学部講師)

自他対応の不規則性

｢ぬける了ぬく｣｢ぬかす｣を例として

1,はじめに

日本語には共通の語幹から分岐した動詞で,白助詞

と他動詞という関係になっている例が多く見られる｡
(比l〉

自他の対応とは大ぎっばに言えば.ある一つのコトを

二つの助詞VlとV2により次のように二通りに表現
でき,更にVlとV2が共通の語幹から分岐してでき

たものである場合の両者の関係を言う｡

(1)NPlか V)
(2)NPlガ NP2 ヲ V2

｢ぼける｣｢ばかすJは自他の対応をなすと考えられる｡

(3) 事件の核心が ぼける｡

(4) 刑事が 事件の核心を ばかす｡

ところが,奥津1967で指摘されているように,自他

の対応は ｢単に動詞に限られる問題ではなく,それを

含む文全体に関わりを持｣つており,自他が対応して

いると思われる動詞でも,用例を一つ一つ見ていくと,

それほど単純に(1)から(2)へ,(2)から(1)へと言い換えが

できるわけではない｡

奥津1967では,この ｢ぼける｣｢ばかす｣について次

福 田 明 子

のような例を挙げている｡

(5)この頃 頭が ぼけてきた｡

(6)●この頃 虎を ばかしてきた｡

(5)から(6)への言い換えはできない｡次の例も同様で

ある｡

(7)壁の色が ぼける｡

(8)'彼が 壁の色を ばかす｡

厳密には,(3)と(4),(5)と(6)はいずれも自他が対応し

ているとは言えない｡

本稿では自他の対応について,｢ぬける｣｢ぬく｣｢ぬ
かす｣を取り挙げて考察し.自他の対応を考える一助

としたい｡
(EL2)

このうち,｢ぬかす｣は形の上では単他動詞 ｢ぬく｣

を他励化してできた複他動詞のようである｡一般に,

単他動詞と複他動詞の間には次のような格の交替が見

られる｡

(9)

()0)
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Vt:単他動詞
Ⅶt:複他動詞

これに ｢ぬく｣｢ぬかす｣をあてはめてみると｡



(ll)太郎が 大事な部分を ぬく｡

(12)●次郎が 太郎に 大事な部分を ぬかす｡

(11X12)から ｢ぬかす｣が単他動詞 ｢ぬく｣の複他動詞

でないことがわかる｡又,｢ぬかす｣は

(13)太郎が 大事な部分を ぬかす｡

(14) 太郎が 次郎を ぬかす｡

のように単他動詞の構文をとることからも単他動詞

であることがわかる｡

なお,これらと同じ語幹から分岐される動詞には｢ぬ

かる｣もあるが,生産性が低いので特に取り挙げるこ

とはしない｡

2.分析の方法

本稿では自他の対応により｢ぬける｣｢ぬく｣｢ぬかす｣
が作り出す文のタイプを大きく五つに分け,そのタイ

プごとにこれらの動詞と共起する名詞句の表す意味的

な格を考察する｡五つの文のタイプのうち,

05)汽車が トンネルを ぬける｡

(10'太郎が 汽車を トンネルを ぬく｡

(17)●太郎が 汽車を トンネルを ぬかす｡

のように ｢ぬける｣を用いた文だけが正しい文とし

て成立するものをⅠ頬とする｡

これに対し,

(18) 安の毛が ぬける.

(19) 太郎が 磐の毛を ぬく｡

¢o)●太郎が 架の毛を ぬかす｡

のように ｢ぬける｣｢ぬく｣を用いた文が成立して,
自他の対応をなすものを1Ⅰ頬とする｡

次に,

C1)'次郎が ぬける｡

(功 太郎が 次郎を ぬく｡

(謝 太郎が 次郎を ぬかす｡

のように ｢ぬく｣｢ぬかす｣を用いた文が成立するも
のをⅢ頬とする｡Cl)は く一方が他方を追い越す〉コト

を示すCZX23)とは別のコトを示しているので.他の例と

対応していないと考える｡

食後に

伽)大事な部分が ぬける｡

脚 太郎が 大事な部分を ぬく｡
㈱ 太郎が 大事な部分を ぬかす｡

のように ｢ぬける｣｢ぬく｣｢ぬかす｣を用いた文がす
べて成立して,自他の対応をなすものをⅣ類とする｡

3.rぬける｣｢ぬくJrぬかす｣の分析

3.1. Ⅰ頬 (｢ぬける｣- ｢暮ぬく｣｢●ぬかす｣)場所か

らの敵脱

まず,｢ぬける｣を用いた文のみが正しい文として成

立する例を考察する｡

C7)太郎が 新京塩の雑踏を ぬける｡

これに対応する他動詞文を作ろうとしても非文にな

ってしまう｡

㈱ ●次郎が 太郎を 新京庵の雑踏を ぬく｡

629)'次郎が 太郎を 新京塩の雑踏を ぬかす｡
㈱ 釧ま次のようにヲ格をカラ格に変えても成立しない｡

C10)'次郎が 太郎を 新京壇の経路から ぬく｡

81)●次郎が 太郎を 新京壇の雑踏から ぬかす.

(30X31)が非文になることから朗x29)が非文となった要因

はヲ格が連続して現れるためではないことがはっきり

する｡

C7)で挙げたようにⅠ類の rぬける｣は

即 太郎が 新京壇の姫路を ぬける｡

(32)NPlか NP2ヲ ぬける｡

という構文をとる｡

か格には即で見たように ｢人間｣をとる｡｢人間｣は

他からの働きかけを受けなくてもそれ自体が移動可能

なものである｡このようにそれ自体,移動できる名詞

句の意味的な格は 〔動作主/対象〕であると考えられ

る｡船のようにか格に ｢乗り物｣もとれるのは,｢乗り

物｣を ｢人間｣と同じようにそれ自体,移動できるも

のとして促えているからであろう｡

(33)奄串が トンネルを ぬける｡

一方,ヲ格には 〔動作主/対象〕が移動する 〔場所〕

をとる｡

(33)現車が トンネルを ぬける｡

伽 太郎が アーケー ド街を ぬける｡

次の例文はこれまでに挙げた例文と同じパターンを

とるが.ガ格,ヲ格のとる名詞句がこれまでの例文と

異なる｡

脚 王監骨が 巨人軍を ぬける｡

ガ格には,巨人軍の一月である ｢王選手｣など,あ

る集合に所属する ｢人間｣をとる｡

(36) A国が 同盟を ぬける｡

のように ｢人間｣と同じようにある集合に所属し,

そこから離脱することも可能な ｢Al乱 東京都｣など

の ｢団体｣もとれるが,いずれの場合もある集合の｢成

員｣である｡

一九 ヲ格には ｢巨人軍,同盟,グループ,日本リ

ーグ｣などの ｢集合｣をとる｡

この場合の ｢ぬける｣は ｢成員｣が ｢集合｣に所属

している状態から非所属の関係-と変化したことを示
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す｡〔場所)を広義にとれば,｢成月｣が ｢集合｣内から

｢集合｣外へと移動したと見ることができる｡そこで.

(36) A国が 同盟を ぬける｡

のか格ヲ格のとる名詞句の意味的な格は先に考察し

た即のガ格,ヲ格と同様に 〔動作主/対象〕,〔場所〕

であり,(36)は(印と同じパタ-ンであると考えられる｡

(印 太郎が 新京瞳の雑踏を ぬける｡

例えば

07)太郎が 列を ぬける｡

というのは,｢太郎｣が実際に並んでいる ｢列｣から

離脱するコトを示しているともとれるし,

(3i)太郎が A杜の海外翰出城略の列を ぬける｡

というように.ある ｢鵜合｣から離脱するコトを示

しているともとれる｡そういう意味では(37)は具体的な

移動と抽象化きれた移動との境界線上にあると言えよ

っ｡

〔場所〕をマークするヲはカラに換えることができる｡

09)王監督が 巨人軍を/から ぬける｡

しかし,〔場所〕にとる名詞句によってはヲをカラに

換えにくい｡

㈹ ?太郎が 路地から ぬける｡

3.1.をまとめると.構文としては

(41) 〔助作主/対象〕ガ 〔場所〕ヲ/カラぬける｡

〔助作主/対象)にはそれ自体,移動可能な ｢人間｣

や ｢乗り物｣,ある｢集合｣の ｢成員｣,〔場所〕には限
(比 3)

界が想定できる ｢場所｣をとる｡それは空間的に位置

を占める ｢場所｣でもいいし,或は,｢集合｣のように

抽象化された ｢場所｣でもいい｡

意味としては

(42)く〔動作主/対象)がある〔場所〕から馳脱する)

というコトを示してお[).これを図示すると(43)のよ

うになる｡

(43)
〔助作主/対象〕
∠○ 〔場所

〕3.2. ⅠⅠ頬(｢ぬける｣- ｢ぬく｣｢●ぬかす｣)固定物の

離脱ここでは ｢ぬける｣｢ぬく｣を用いた文が成立し

,自他の対応をなす例を考察す

る｡(44) 架の毛が ぬけ

る｡(45)太郎が lRの毛を ぬ

く｡｢ぬける｣｢ぬく｣に対し

て.(46)'太郎が 磐の毛を ぬか

す｡は成立しな

い｡ⅠⅠ類の ｢ぬける｣｢ぬく｣はそれ

ぞれ(47)NP2ガ (NP3カラ) ぬけ

る｡(48)NPLか NP2ヲ (NP3カラ) ぬ
く｡くII.

4〉という構文をと

る｡｢ぬく｣のガ格には人間をとる｡このガ格がとる

名詞句の意味的な格は対象への働きかけを行うという

意味で 〔動作主〕と考えられ

る｡一方,｢ぬく｣のヲ格.及び.｢ぬける｣のか格には

｢髄の毛.自磐,刺,雑草.曲,釘,コンセント,コルク

栓,風呂桶の底｣などをとることができる｡これはす

べて(49)に図示するようにある 〔場所)に一部,或は

全体がその 〔場所〕に入り込む形で固定されているも

のであ

る｡〔対象〕にとる名詞句 丁 ぬける ぬく

ぬかす① 霊芸子,gT絡 刺草, A +++

+ +冨 三,>L;志 ト
雷 +

十十④ 風呂桶の底この名詞句の意味的な格

は 〔動作主〕の働きかけを受けるものであるの

で 〔対象〕と考えられる.今までの例文では 〔対象

〕がすべて固体であった｡気体 ･液体

の場合はどうであろうか｡(50)

タイヤの空気が ぬける｡(51)太郎が

タイヤの空気を ぬく｡(50X51)は 〔対象)が気体の例である｡ (5

2)風呂の水が ぬける｡(53)太

郎が 風呂の水を ぬく｡(52X53)は 〔対象〕が液体の例である｡(

50)-(53)からわかるように気体 ･液体の時も

固体の時と同じパターンをとる｡〔対象〕には ｢ビール

の気,におい,香り,力,毒気,気 風呂の水｣などを

とる｡ただし,〔対象〕と〔場所〕との関係は固体の時とは異なり,



体が 〔場所)に入り込んでいる形で固定されている｡

いずれの場合でも

64)く〔対象)がある 〔場所)から離脱する〉

というコトを示している｡

これまでの例文では 〔場所)を特に文中に示してい

ないが.強いて示そうとすれば,

(55)磐の毛が 頭から ぬける｡

伍6)太郎が 磐の毛を頭から ぬく｡

のように,カラ格で杜脱の起点となる 〔場所)を示

すことができる｡本来,〔対象〕と 〔場所〕とは一体の

ものであり.伍5X綿のようにカラを使って 〔場所)を示

すのは特に起点を示したいからである｡

67)子供 ｢空気をぬいたよqJ

親 ｢えっ,どこの?｣

子供 ｢タイヤの空気だよ.J

親 ｢えっ./ タイヤから 空気を ぬいたって./｣

(57)は親子の会話である｡親はまず子供が何かの空気

をぬいたことを知る｡そして,その起点を特に閉場と

した故後の発話ではカラ格を用いたのである｡このよ

うな状況ではカラ格を使う方が自然である｡

(55)～(57)で考察してきたことをまとめると,

(58)(

可

匡】ノ匝]7T ぬける｡

匝]ガ回カラ ぬける｡

匡レ[司ヲ ぬく｡

回ヲ 国力ラ ぬく｡

回は 〔対象)であり,B]は回が固定されている 〔場

節)を示す｡68X59)とも上の方が普通の表現,下の方が

特に起点が意識された時の表現である｡

3.2.をまとめると.構文としては

伽)〔対象〕ガ (〔場所〕カラ) ぬける｡

61)〔動作主〕ガ 〔対象〕ヲ (〔場所〕カラ)ぬく｡

〔動作主〕には ｢人間｣,〔対象)にはある 〔場所)に
●●

固定されたものをとる｡Ⅰ頬と異なり,〔場所〕カラは

任意の要素となる｡

意味としては

(62) ((〔動作主〕が)〔対象)がある 〔場所〕から

離脱した状態になる/する〉

というコトを示しており,これを図示すると(63)のよ

うになる｡

雪 空b 〔場所

〕3.3. Ⅲ類(｢●ぬける｣- ｢ぬく｣｢ぬかす｣)追い
越しここでは ｢ぬく｣｢ぬかす｣を用いた文のみが成立す る例を考察す

る｡糾 ●英国のクルウが ぬけ

る｡(65) 日本のクルウが 英国のクルウを ぬ

く｡¢6) 日本のクルウが 英国のタルウを ぬか

す｡ⅢⅠ類の｢ぬく｣｢ぬかす｣はいずれもか格とヲ格をと
って即)NPlか NP2ヲ ぬ

く｡仰 NPlか NP2ヲ ぬか

す｡という構文をと

る｡ガ格,ヲ格には一つの座標軸上で序列 ･順序が

つけられるものをとる｡(65X66)で挙げたようなボートレ

ースにおける ｢クルウ｣でもいいし,マラソンレース

の選手でもいい｡いずれもそれ自体が移動性を持った

ものであ

る｡か格がとる名詞句の意味的な格は 〔動作主〕,ヲ
格がとる名詞句の意味的な格は 〔対象)と考えられる

｡格という点から見ると,Ⅱl頬はⅠⅠ頬の ｢ぬく｣を用

いた文と同じパターンをとるようである｡だが,それ

ぞれの格がとる名詞句の特性が異なる｡ⅠⅠ矧 こ現れる

〔対象

〕は(68)太郎が 釘を ぬ

く｡のように ｢太郎｣という 〔動作主〕の働きかけ

に応じて移動するものであって,それ自体が移動性を

持っているわけではな

い｡〔対象〕には前述したものの

他.朗)今年の経済成長率が 去年の経済成長

率をぬ

く｡耶)?今年の経済成長率が 去年の経済成長

率をぬか

す｡(69mのように ｢各年の経済成長率｣や ｢各国の

鉄の生産額｣など,同じ座標軸上で序列がつけられる

ものなら構わない｡ただし,｢ぬかす｣は伽)のような硬
い内くrt

8)容を持った文は使いにく

い｡3.3.をまとめると.柵文とし

ては(71)〔動作主〕ガ 〔対象〕ヲ ぬ

く｡(72) 〔動作主〕か 〔対象〕ヲ ぬか

す｡〔動作主〕〔対象〕共.一つの座標軸上で順序 ･

序列のつけられるものをとる｡ただし,ⅠⅠ類の 〔対象

〕はそれ自体では移動性を持たず.ある 〔場所〕に固

定されており,〔助作主)の働きかけにより移動するも

のであるのに対し,Ⅲ頬の 〔対象)はそれ自体が移動

性を持ち,〔動作主〕の働きかけの有無にかかわらず移

動しているものであ

る｡意味とし

ては(73) く〔動作主〕が順序 ･序列において 〔対象

〕を追い越

す〉- 7



というコトを示す｡ⅢⅠ頬の 〔対象)とは 〔動作主〕

の働きかけを受けるものというよりは.むしろ,〔劫作

主〕の位置を示すための基準点のような役割を果して

いる｡これを図示すると以下のようになる｡

I- ･I-=-= 二一三
3.4. Ⅳ類(｢ぬける｣- ｢ぬく｣｢ぬかす｣)部分の牡脱
ここでは ｢ぬける｣｢ぬく｣｢ぬかす｣を用いた文がす
べて正しい文として成立して,自他の対応をなす例を

考察する｡

(75)大事な部分が ぬける｡

(76)太郎が 大事な部分を ぬく｡

(77)太郎が 大事な部分を ぬかす｡

Ⅳ頬の ｢ぬける｣｢ぬ く｣｢ぬかす｣はそれぞれ

(78)NP2ガ (NP3カラ) ぬける｡

(79)NPlガ NP2ヲ (NP3カラ) ぬく｡

(iO)NPlか NP2ヲ (NP3カラ) ぬかす｡

という構文をとる｡

｢ぬく｣｢ぬかす｣のガ格には ｢入間｣をとる｡この

名詞句の意味的な格は 〔動作主)である｡

一方,｢ぬける｣のガ格,｢ぬく｣｢ぬかす｣のヲ格に
は ｢説明,名簿の名前,朝食｣など,ある順序 ･序列

を持ったものの ｢部分｣となるものをとる｡この名詞

句の意味的な格は 〔対象〕である｡

〔対象〕が所属する ｢全体｣は 〔場所〕カラを用いて

文中に示すこともできる｡

剛)大事な部分が 辞杏から ぬける｡

(82)太郎が 大事な部分を 辞啓から ぬく｡

(83)太郎が 大事な部分を 辞番から ぬかす｡

ここで(75)～(77)が示すコトについて考えてみたい｡

(75)大事な部分が ぬける｡

(76)太郎が 大事な部分を ぬく｡

仰 太郎が 大事な部分を ぬかす｡

のように ｢ぬける｣｢ぬく｣｢ぬかす｣を用いた文がす
べて成立する｡

ところが,原稿を番いている時,ある 〔場所〕に読

点を入れようと思いながら,入れないまま番き進めて

いった場合には

(84) 原稿を番いている時に 読点が ぬける｡

(85) 原稿を番いている時に 太郎が 読点を ぬ

く｡

(86) 慌W.･J'を沓いている時に 太郎が 読点を ぬ

かす｡

のように｢ぬく｣は使いにくい｡(84X85)はいずれも〔対

象〕が存在するはずであった 〔場所〕に存在していな

いというコトを示しており.それが意図的に行われた

か,偶発的であったかは問題でない｡

一方,すでに完成した原稿の中の余分な読点を取り

出す場合には

(抑 余分な読点が 原稿の中から ぬける｡

(88)太郎が 余分な読点を 庶稿の中から ぬく｡

(89)'太郎が 余分な読点を 原稿の中から ぬか

す｡

のように ｢ぬかす｣を用いた文は成立しない｡

このように 〔対象〕が所属する 〔場所)がこれから

完成するか,すでに完成してしまっているかによって,

文が成立したりしなかったりする｡だが,〔対象〕と〔場

所〕との関係を見れば,伽～¢馴まいずれも

伽)くある 〔場所〕から 〔対象〕が離脱した状態〉

を示しており,こうしたレベルにおいて(34)～(86)は一

つのコトに属すると言えよう｡

ただし,引用する場合には

(91)'傍証を得るために 関係ある部分が 次郎の

論文から ぬける｡

(92) 太郎が 傍証を得るために 関係ある部分を

次郎の論文から ぬく｡

(93)'太郎が 傍証を得るために 関係ある部分を

次郎の論文から ぬかす｡

のように ｢ぬく｣を用いた文しか成立しない｡それ

は ｢番きぬく｣のような く引用〉を示す複合動詞の要

素として ｢ぬく｣が使われていることとも関係がある

のかもしれない｡ただ,いずれにせよ く対象)と く場

所〉との関係はⅣ類のものとは異なっており.しかも

今までみてきたいずれの頬とも追って,カラ格に示さ

れるものとヲ格に示されるものの関係には,変化が生

じない｡そこで,本稿では一往.これを考察からはず

すことにする｡

3.4.をまとめると,構文としては

㈹ 〔対象〕ガ (〔場所〕カラ) ぬける｡

㈹ 〔動作主〕ガ 〔対象〕ヲ (〔場所〕カラ)

ぬく｡

(96) 〔助作主)か 〔対象〕ヲ (〔場所〕カラ)

ぬかす｡

〔助作主)には ｢人間｣,〔対象〕には順序 ･序列を持

ったものの ｢部分｣をとる｡
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意味としては

附 く(〔動作主〕が)順序 ･序列の一部である〔対

象〕が所属する 〔場所〕から離脱した状態にな

る/する〉

というコトを示している｡更に詳しく見れば,維脱

が順序 ･序列の ｢全体｣が作られている途中で行われ

たtJのであるか.戒は.完成してから行われたもので

あるかによって

伽) ((〔動作主〕が)順序 ･序列を持った 〔場所〕

の中で,その部分である 〔対象〕が行わずに次

へ移った状態になる/する〉

という場合と

(99)く(〔動作主〕が)順序 ･序列を持った 〔場所〕

からその部分である 〔対象)を取り出した状態

になる/する〉

という場合があり,図示すると以下のようになる｡

一■へ

…‥厘 ][可 千 匹]E .....

.-...回 [二重司[二重二]⊂亘□ロ□-
-I

4.まとめます,2.3.で考察してきたことをまと

めておく｡ぬける ぬく ぬかす

意 味 構 文Ⅰ桃 + - - 場所からの牡脱 〔動作主

〕ガ 〔場所〕ヲ/カラ ぬける○ⅠI封i + + - 固定物の触脱 (温

存笠 か(〔鵠 符 )(〔霜 ]a*oラ) ぬく.‖類 + ++ + 追い越し (E雛 圭〕茅 措 蒙〕言 霊b(寺 ○Ⅳ軸 +
部分の離脱 (巨富琵艶 〔̀篭だ'((E窪:-L

kfio言‡鉦Ⅰ桝というのは く〔動作主/対象〕があ

る 〔場所)から触脱する〉コトを示す場合である｡〔

動作主/対象)はそれ自体が移動可能である｡こういう特性を持つ

ものを移動性を持つものということで 〔+m)と示すこ

とにする｡ⅠⅠ実刑まく(動作主が)ある 〔場所)に固定

されている〔対象〕が 〔場所〕から捜脱した状態になる

/する〉コトを示す場合である｡〔対象〕はある 〔場

所)に固定されており,それ自休では移動性を持って

おらず,〔劫作主〕の働

きかけによってはじめて移動するものであるので,〔一m)である｡ Ill頬は く〔動作主)が順序 ･序列において

〔対象)を追い越す〉コトを示す場合である｡〔対象

)は 〔動作主)の働きかけによって移動するので

はなく,それ自体移動可能なものである｡よって,〔十m

〕である｡Ⅳ類は((〔動作主〕が)順序 ･序列の

一部である〔対象〕が所属する 〔場所〕から触脱した状態

になる/する〉コトを示す場合である,〔対飯

)はそれ自体では移動しないものである｡よって,〔

一m〕である｡自他の

対応と 〔対象〕の移動性についてまとめると003)のよ

うになる｡ぬける ぬく ぬかす 自他の対応

〔対象〕の移動性Ⅰ頬 + - - -

+ⅠⅠ頬 + + - + -m

類 - + + - +Ⅳ頼 + + + + -

く注1) コトとは｢話し手が客観的に世界の事象,心象を描こうとする部分｣(寺村1982.51ペ)

という意味で用いる｡く注2〉 奥津1967では,他動詞のうち直接目

的語しかとれないものを単他動詞,直接目的語と間接
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目的語をとり得るものを複他動詞としている｡本

稿ではこの定数 こ従う｡く注3〉 国庫1982



が向けられている｣という特徴が指摘されている｡
●●●●●●●●

ここで挙げられた特徴のうち,限界が想定できる

ことが一番重要であると思われる｡

く注4) 特殊な例として酒に関するものがある｡

(i)-Gii)はⅠⅠ頬と同じパタ-ンをとる｡

(i) ワインの栓が ぬける｡

(ii) 太郎が ワインの栓を ぬく｡

Gi∂●太郎が ワインの栓を ぬかす｡

ⅠⅠ頬と異なるのは次のような例である｡

(iv)●ワインが ぬける｡

(V) 太郎が ワインを ぬく｡

(vi)●太郎が ワインを ぬかす｡

このようなパターンをとるものは ｢ワイン｣の

他に ｢たる酒.ビール｣などが挙げられる｡｢ビー

ルの栓｣は 〔対象〕となる他の名詞句が示すもの

の形態と違うのはもちろんのこと,｢たる酒｣や

｢ワインの栓｣とも異なっているが,それでも非文

とならないのは,同じ酒であるということで他の

ものからの類推によって同じパターンで使われる

ようになったものと考えられる｡

く注5) IM削こ用いられる ｢ぬく｣｢ぬかす｣は基
本的には同じコトを示していると考えられる｡だ

が,

(細 日本のクルウが 英国のクルウを ぬか

す｡

を非文だと判定する人もいて,｢ぬかす｣の判定

にはゆれがある｡しかし,大部分の人はこれを正

しいとしているので,本稿での判定はそれに従っ

た｡

どうしてこのような判定のゆれが起こるかとい

うと,一つには ｢ぬかす｣が話しことばとしては

ともかく,古きことばとしてはほとんど使われな

いことが挙げられる｡又,｢ぬかす｣は ｢ぬく｣の

幼児語と考えられていることもその理由となるだ

ろう｡岩淵 ･村石梱昭和51r用例集 幼児の用語J

に

M K子に｢抜かす｣という用例が1例あり,

追い越すという意味である｡くどの汽車に来

るかと話している｡〉第1号,1号に来る｡

｢イチゴウナンカマケナイヨータ ロクゴ

ウノ ホウガ -ヤイモン,アノ ヌカシ

チャウモン.J

ちなみに,同番によると.水子は昭和36年10月

14日,束京で生まれ,3歳半から箱根に住んでい

る女の子である｡

(70)のように硬い内容を持った文では ｢ぬかす｣

が使いにくくなるのもこうしたことが麻因になっ

ているように思う｡
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